
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 学校教育目標    

○ 誠実で判断力があり、自主的精神に充ちた、情操豊かな人間の育成を期する。 
○ 自他を敬愛し、勤労と責任を重んじる人間の育成を期する。 
○ 気力および体力の充実した、心身ともに健康な人間の育成を期する。 

 
生徒指標  明るく  寛く  健やかに 

 
２ 目指す学校像 
   ○ 個々の生徒の特性や進路を見据えたきめ細かな指導をとおして、個性の一層の伸長と自立を図る。 

   ○ 豊かなスポーツライフの基礎を培い、生涯にわたってスポーツの振興及び発展に貢献できる人材 
を育成する。 

   ○ 集団活動や体験的な活動などの特別活動をとおして、より良い生活や人間関係を築こうとする主 
体的、実践的な態度を身に付けさせる。 

 

３ 募集する生徒像 
  本校の教育目標・目指す学校像を理解し、本校を強く希望する生徒で、次の(1)から(3)までのいずれ
かに該当する生徒 

【普通科】 

    (1) 高い向学心をもち、何事にも率先してチャレンジできる生徒 

    (2) 明確な進路目的をもち、その実現に向けて学習活動に意欲的に取り組むことのできる生徒 

    (3) ボランティア活動、委員会活動、部活動などに積極的に取り組み、社会貢献や自己の向上に努 
める生徒 

   【スポーツ科】 

    (1) 高い向学心をもち、何事にも率先してチャレンジできる生徒 

    (2) 競技力に優れ、将来、競技者や指導者を目指す生徒 

    (3) スポーツを支えるさまざまな活動に積極的に取り組み、地域に貢献できる生徒 

 

４ 特色選抜の定員の割合 
  普通科   ３０％程度 
   スポーツ科 ５０％程度 
 
５ 特色選抜に出願するための資格要件 
   【普通科】 
      基本的生活習慣と本校での学習に対応できる学力を有する者で、次の(1)から(3)までのいずれか 
     に該当する者 
      (1) 明確な進路意識をもち、大学への進学を目指す強い意志のある者 
      (2) 部活動等に所属し文武両道を目指す強い意志のある者 
      (3) 生徒会活動や社会貢献活動などに積極的に取り組む強い意志のある者 
   【スポ－ツ科】 
     基本的生活習慣と基礎学力を身に付け、優れた競技力を有する者で、次の(1)から(3)までのいず 
    れかに該当する者 
      (1) カヌー部、ウエイトリフティング部に入部を希望し、競技力向上を目指すことのできる者 
     (2) 中学校において部活動等で活動した経験を生かし、本校設置運動部または本校設置運動部 

以外の地域スポーツの中核として更なる競技力向上を目指すことのできる者 
     (3) 本校でのさまざまな学びを通し、将来地域スポーツへの貢献などに強い意志のある者 

所在地
 〒329-0205 栃木県小山市間々田23-1 
           TEL 0285-45-2424  FAX 0285-45-8949 

学 科 普通科、スポーツ科 

ＵＲＬ https://www.tochigi-edu.ed.jp/onan/nc3/ 

栃木県立小山南高等学校 



 
 

６ 特色選抜の方法 

選抜方法 内   容 

面 接 個人面接 時間１０分程度 

作 文 時間３０分 字数４００字程度 

 
７ その他、特色選抜における特記事項 
  ・令和５年度重点強化拠点校（競技：ウエイトリフティング（男子・女子）） 
  ・令和５年度強化推進拠点校（競技：カヌー（男子・女子）） 
  ・令和５年度普及育成推進拠点校（競技：バスケットボール（男子）） 
 

８ 特色選抜における選抜の手順等 
   【資料の取扱い】 
    １ 志願理由書は、調査書とともに、資格要件の確認及び面接時の参考資料として用いる。 
    ２ 調査書は、「各教科の学習の記録」（第１学年～第３学年）の評定（選択教科を除く）を合計 
     （１３５点満点）し、段階評価を行う。 
    ３ 調査書の点数化されない部分及び面接の結果から、部活動等の実績について段階評価を行う。 
    ４ 面接及び作文は、段階評価を行う。 
 
  【選抜の手順】 
     次の各段階に該当する受検者について順に、調査書の点数化されない部分（特に、部活動等の実 

績を重視）を考慮して総合的に選抜する。 
     第１次審議 

【資料の取扱い】の２、３、４の評価がいずれも優秀である者を合格内定とする。 
 
     第２次審議 
      第１次審議で合格内定となった者を除いた受検者を対象とし、【資料の取扱い】の２、３、４ 

の評価が、いずれも優秀または良好である者を合格内定とする。 
 
     第３次審議 
      第１次審議及び第２次審議で合格内定となった者を除いた全ての受検者について、全ての検査 

結果を総合的に判断して、合格内定者を選抜する。 
 
  


